

































































([ 4 J， p. 203)は「会計士にとって，利益はその分配に関する問題によって
大きな拘束を受けている。その結果，会計士は現金または現金等価物による実







































もある。たとえば3 シ・シャン・ユー ((28]，p. 302)は「伝統的な利益決定が『流
動性』概念に関連するのは，主として，実現主義が採用されているからである。利益
測定についてのこの流動性からの説明は，余りに限定されすぎている。」と述べてい



































ルズ・ T・ホングレン ((11)，p. 324)は， r現行会計実務の擁護者は，一般的に慣
習的純利益概念および慣習的実現テストに満足している。実務的/レールによれば，流
動資産との交換時(通常，財および用役の販売時〉に，実現は生じると考えられてい
る。」と述べている。また， W.A.ベイトンと W.A.ベイトン]r， (17)， p. 278) 
は， r製品と現金または確実な現金請求権とを交換するこのプロセスが， IT'実現』を構
成し，販売により測定される収益を『実現した収益』として記述することを正当化す































立に役立った。」と述べている O さらに， ロパート・ T・スプローズとモーリ
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